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2025年4月13日（日）、大阪・関西万博が開幕します。
表紙写真は関西パビリオンの外観。関西パビリオン内の鳥
取県ゾーンでは、世界に誇る２大コンテンツの「砂丘」と「ま
んが」を軸に鳥取県の魅力を伝えます。導入展示では「まん
が王国とっとり」の取り組みや観光情報を発信し、メイン
展示では「鳥取無限砂丘」で映像体験や虫眼鏡デバイスで
の魅力探索体験が実施されます。
本誌10～11ページでは、海外や国内（政府・自治体・シグネ
チャー）の一部パビリオンを紹介しています。

今 月 の 表 紙

地元で事業を営む「あなた」に寄り添う
鳥取銀行のコンサルティング

ご相談はお近くの鳥取銀行窓口まで
鳥取銀行にご相談ください

る
す
関
に
営
経

み
悩
お

！
す
ま
し
決
解

 

に
行
銀

い
願
お
な
ん
そ

だ
ん
る
き
で

戦略策定
補助金
申請

販路支援 事業承継
Ｍ＆Ａ

〈大阪・関西万博〉関西パビリオンの外観

オ
フ
ィ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
の
通
年
導
入
に
つ
い
て

　

政
府
や
自
治
体
に
よ
る
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
な
ど
服
装
の
選
択
を
広
げ
る
取
り
組
み
や
、
通
年
で

服
装
の
柔
軟
化
を
認
め
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
鳥
取
商
工
会
議
所
に
お
い
て
も
、
働
き
や
す
く

自
由
で
柔
軟
な
発
想
を
生
み
出
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
目
的
に
、「
オ
フ
ィ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
　

◦
内　

容　
　

Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
十
分
配
慮
し
た
上
で
、
通
年
の
ス
ー
ツ
以
外
の
服
装
の
着
用
を
可
と
す
る
。

　
　

◦
実
施
日　
　

２
０
２
５
年
２
月
１
日
よ
り
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３

動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
木

下
貴
啓
部
会
長
）は
２
月
20
日（
木
）、

公
立
鳥
取
環
境
大
学
・
鳥
取
県
と
の

３
者
共
催
事
業
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告
会
を
鳥
取
市

尚
徳
町
の
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で
開

き
、
企
業
や
環
境
大
の
学
生
ら
65
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
２

１
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
公
立
鳥
取

環
境
大
学
と
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
連
携
事

業
」
が
前
身
で
、
今
年
度
か
ら
「
と
っ

と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
企
業
認
証
制
度
」
な

ど
で
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
を
推
進

す
る
鳥
取
県
商
工
政
策
課
が
参
画
。

県
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
業
種
や
地

域
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
環
境
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
、児
嶋
祥
悟
会
頭
は「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
意
識
の
醸
成
を
目
的
に
、
市

内
の
小
学
生
た
ち
と
商
店
街
ア
ー

ケ
ー
ド
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ラ
ッ
グ
を
掲

出
す
る
な
ど
普
及
に
努
め
て
き
た
。

環
境
大
と
の
連
携
の
中
で
、
企
業
が

抱
え
る
環
境
問
題
の
改
善
・
解
決
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
の
後
、
継
続
事
業
を
含

む
６
社
の
環
境
課
題
を
企
業
と
と
も

取
り
組
ん
だ
学
生
が
順
々
に
登
壇

し
、
１
年
を
通
し
て
得
ら
れ
た
成
果

や
改
善
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
大
同
端
子
製
造
㈱
の

「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
工
場
内
の
電
力

消
費
量
の
可
視
化
」
に
つ
い
て
、
環

境
学
部
３
年
の
小
林
碧
志
さ
ん
が
発

表
し
ま
し
た
。
複
数
の
工
場
を
持
つ

同
社
の
電
気
配
線
は
複
雑
化
し
て
管

理
が
困
難
。
工
場
内
の
電
力
消
費
量

を
可
視
化
す
る
た
め
、
温
度
・
湿
度
・

　
工
業
部
会
・
公
立
鳥
取
環
境
大
学
・
鳥
取
県

　
工
業
部
会
・
公
立
鳥
取
環
境
大
学
・
鳥
取
県

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　　
　　  

環
大
生
が
課
題
解
決
策
を
提
案

環
大
生
が
課
題
解
決
策
を
提
案

あいさつする児嶋会頭

Ｃ
Ｏ
２
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た
小
型

機
械
や
気
象
観
測
デ
ー
タ
の
数
値
か

ら
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
電
力
消
費
量
の

予
測
結
果
を
算
出
し
ま
し
た
。
今
後

は
予
測
精
度
向
上
の
た
め
、
新
た
に

赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
用
い

て
設
備
の
稼
働
状
況
を
検
証
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
学
部
４
年
の
角
真
珠

さ
ん
は
、
㈱
ア
サ
ヒ
メ
ッ
キ
の
「
メ
ッ

キ
排
水
の
再
生
利
用
技
術
」
を
テ
ー

マ
に
実
験
し
た
成
果
を
発
表
。
水
資

源
節
減
の
た
め
に
メ
ッ
キ
排
水
を
再

利
用
す
る
に
は
、
ろ
過
す
る
前
の
工

程
と
し
て
油
分
な
ど
有
機
物
の
除
去

が
必
須
。
角
さ
ん
は
、
有
機
物
の
除

去
方
法
と
し
て
酸
化
処
理
を
用
い
て

実
験
を
行
い
、
一
定
程
度
の
除
去
は

可
能
に
な
っ
た
と
成
果
を
述
べ
た
一

方
で
、
処
理
時
間
の
短
縮
や
膜
ろ
過

装
置
へ
の
適
用
性
な
ど
の
検
討
が
必

要
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
事
業
初
年
度
か
ら
継
続

し
て
課
題
に
取
り
組
む
菌
興
椎
茸
㈿

の
「
椎
茸
菌
種
の
保
護
蓋
の
開
発
」

に
つ
い
て
は
、
２
人
の
学
生
そ
れ
ぞ

れ
が
取
り
組
ん
だ
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
環
境
経
営
研
究

科
環
境
学
専
攻
修
士
課
程
２
年
の
銅

山
裕
之
さ
ん
は
、
昨
年
度
ま
で
に
天

然
ゴ
ム
が
蓋
材
と
し
て
椎
茸
の
生
育

に
問
題
が
な
い
こ
と
を
立
証
し
た
こ

と
か
ら
、
今
年
度
は
天
然
ゴ
ム
が
自

然
に
分
解
さ
れ
る
か
を
検
証
。
ゴ
ム

の
成
分
配
合
を
変
え
る
こ
と
で
、
分

解
速
度
が
進
む
こ
と
ま
で
実
証
し
た

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
企
業
の
担

当
者
か
ら
は
「
数
年
に
わ
た
っ
て
検

証
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
製
品
化
に

近
づ
き
嬉
し
く
思
う
」
と
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

　

工
業
部
会
で
は
、
環
境
大
・
県
と

連
携
を
深
め
、
当
事
業
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

報告会の様子
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
流
通
部
会
（
手

石
幸
洋
部
会
長
）は
２
月
20
日（
木
）、

鳥
取
市
永
楽
温
泉
町
の
ホ
テ
ル
モ

ナ
ー
ク
鳥
取
で
常
任
委
員
会
を
開

き
、
委
員
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
常
任
委
員
会
テ
ー
マ
は

「
経
済
」。
頭
取
や
会
長
の
職
を
歴
任

し
、
相
場
に
豊
富
な
知
識
を
持
つ
㈱

山
陰
合
同
銀
行
の
石
丸
文
男
特
別
顧

問
が
講
師
を
務
め
、
金
利
や
経
済
の

動
向
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
『
イ
ン
フ
レ

経
済
下
で
起
き
る
こ
と
』。
現
在
の

日
本
経
済
は
、
原
材
料
費
な
ど
の
コ

ス
ト
上
昇
が
原
因
で
発
生
す
る
コ
ス

ト
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ
、
い
わ
ゆ
る

悪
い
イ
ン
フ
レ
の
状
態
と
話
す
石
丸

講
師
。
こ
の
状
態
が
続
く
と
物
価
上

昇
と
景
気
の
後
退
が
同
時
に
進
行
す

る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と

強
い
懸
念
を
示
し
ま
し
た
。

　

石
丸
講
師
は
、
悪
い
イ
ン
フ
レ
の

中
で
金
利
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い

と
の
見
解
を
示
し
た
上
で
、
先
行
す

る
大
企
業
の
賃
上
げ
で
個
人
消
費
が

拡
大
す
る
と
み
て
、
日
銀
は
年
内
さ

ら
に
利
上
げ
す
る
と
予
測
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
石
丸
講
師
は
、
長

く
続
い
た
デ
フ
レ
時
代
に
根
付
い
た

低
価
格
帯
や
、
昨
今
の
急
激
な
物
価

上
昇
で
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド
は
低
迷

し
て
お
り
、
需
要
の
増
加
は
簡
単
で

は
な
い
と
指
摘
。
利
上
げ
で
需
要
は

喚
起
し
な
い
と
述
べ
、
税
の
見
直
し

や
実
質
賃
金
の
上
昇
、
中
小
企
業
の

支
援
策
な
ど
、
い
か
に
需
要
を
喚
起

さ
せ
る
思
い
切
っ
た
政
策
を
打
ち
出

す
か
、
政
府
は
難
し
い
舵
取
り
が
迫

ら
れ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
観
光
振
興
大
会

　
観
光
振
興
大
会  

inin  

長
崎
に
参
加

長
崎
に
参
加

｢｢

観
光
業

観
光
業｣｣

をを｢｢

観
光
産
業

観
光
産
業｣｣

へへ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　  

ふ
る
さ
と
再
発
見
や
誇
り
の
醸
成
を

ふ
る
さ
と
再
発
見
や
誇
り
の
醸
成
を

講演する石丸特別顧問

労働条件を不利益に変更するにあたり、労働者から個別に同意を得よう
と考えていますが、どのような点に注意すべきでしょうか？
今回は、労働条件の不利益変更と労働者の同意について説明します。労
働条件の変更とは、労働契約の内容を変更することを意味しますので、

とりわけ小規模な会社においては、労働者から同意を得る方法が採用されてい
ます。

　そして、労働者から個別的に同意を得る上で注意すべき点は、「労働者の自由な意思に基づいてされた
ものと認めるに足りる合理的な理由が客観的に存在する」といえる同意を得ることです。
　裁判例においても、労働条件の不利益変更の提案に対して労働者が単に同意しただけでは足りず、労
働者の自由な意思に基づいてされたものと認めるに足りる合理的な理由が客観的に存在するのでなけれ
ば、有効な同意とはいえず、労働条件を不利益に変更したことにならないとされています。
　そして、使用者側からの情報提供や説明の内容は、同意が自由な意思に基づいてされたものと認める
に足りる合理的な理由が客観的に存在するか否かを判断する上で重要な証拠となりますので、例えば退
職金であればその減額の程度を具体的に書面で説明し、かつその書面に労働者の署名押印をもらうといっ
た方法で同意を得ておくのが無難です。他方で、単に「退
職金減額について説明を受けました」程度の記載では説明
した内容を証拠化することができず、有効な同意があった
ことを証明できないため労働条件を不利益に変更するこ
とが困難となります。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
168 Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 労働条件の不利益変更と労働者の同意労働条件の不利益変更と労働者の同意

　
流
通
部
会
が
常
任
委
員
会
開
催

　
流
通
部
会
が
常
任
委
員
会
開
催

悪
い
イ
ン
フ
レ
下
の
需
要
喚
起
策

悪
い
イ
ン
フ
レ
下
の
需
要
喚
起
策

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　
　　  

利
上
げ
効
果
に
疑
問

利
上
げ
効
果
に
疑
問
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全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会

２
０
２
５
が
１
月
28
日
（
火
）
か

ら
３
日
間
、
長
崎
県
長
崎
市
の
出
島

メ
ッ
セ
長
崎
で
「
ふ
る
さ
と
の
光
を

観
（
み
）
つ
け
に
！
長
崎
遊
学
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
鳥
取
商
工
会

議
所
の
西
垣
豪
副
会
頭
ら
５
人
を
含

め
全
国
各
地
か
ら
１
８
６
３
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
全
体
交
流
会
で
は
、
長
崎

の
伝
統
芸
能
・
長
崎
く
ん
ち
の
龍
踊

り
が
披
露
さ
れ
る
中
、
皿
う
ど
ん
や

エ
ビ
の
す
り
身
を
食
パ
ン
で
挟
ん
で

油
で
揚
げ
た
「
ハ
ト
シ
」
な
ど
の
郷

土
料
理
を
堪
能
。
交
流
会
後
に
は
会

場
を
移
動
し
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て

特
別
開
催
さ
れ
た
「
長
崎
ラ
ン
タ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
多
く
の
観
光

客
ら
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
全
体
会
議
で
は
、
長
崎

商
工
会
議
所
・
森
拓
二
郎
会
頭
が「
観

光
と
は
『
国
の
光
を
み
る
』
か
ら
で

き
た
言
葉
。
ふ
る
さ
と
の
光
を
再
確

認
し
て
ほ
し
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
。
終
盤
に
は
、
①
ふ
る
さ
と
の
再

発
見
と
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
推

進
、
②
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
取
り
込
み

に
よ
る
旅
の
満
足
度
向
上
、
③
観
光

を
起
点
と
し
た
地
域
経
済
の
好
循
環

実
現
、
④
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
の

醸
成
に
よ
る
持
続
可
能
な
観
光
の
実

現
―
の
４
点
が
提
起
さ
れ
、
地
域
資

源
の
魅
力
を
高
め
な
が
ら
観
光
を
支

え
る
人
材
を
育
成
し
、「
観
光
業
」
を

「
観
光
産
業
」
へ
昇
華
さ
せ
、
全
国

の
商
工
会
議
所
が
地
域
経
済
活
性
化

に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
報
告
＝
地
域
振
興
課
課
長
補
佐

田
中
弘
幸

　
観
光
振
興
大
会

　
観
光
振
興
大
会  

inin  

長
崎
に
参
加

長
崎
に
参
加

｢｢

観
光
業

観
光
業｣｣

をを｢｢

観
光
産
業

観
光
産
業｣｣

へへ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　  

ふ
る
さ
と
再
発
見
や
誇
り
の
醸
成
を

ふ
る
さ
と
再
発
見
や
誇
り
の
醸
成
を

交流会で披露された伝統芸能

動 向

環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.17Vol.17

～研究紹介～
氏 　 名　谷口　晴香（たにぐち　はるか）
� 講師
所 　 属　公立鳥取環境大学
　　　  　環境学部環境学科
取 得 学 位　博士（理学）（京都大学）

研究テーマ　野生動物の生態や行動に関する研究

主な研究内容
＜専門の紹介＞　私は、中大型哺乳類、特に霊長類の採食
生態学や行動学を専門としています。どのように動物を研究
するかというと、例えば、ニホンザルを調査する際には、ある
サルのうしろについていき、そのサルの食物や社会交渉の相
手などをノートに記録します。その作業を積み重ねていくと、
そのサルが主に何を食物としているのか、どのような個体と
やりとりをしているのかが徐々にわかってきます。
＜研究事例＞　私はこれまで青森県の下北半島で離乳期の
ニホンザルのアカンボウを対象に「誰と何を食べるのか」に
ついて研究をしてきました。私が研究対象としているサルの
群れは山のなかで過ごすことが多いのですが、ときおり集落
に下り、畑のそばを通ります。その際には、私は調査を中断
し、サルが農作物に被害をださないようにロケット花火など
で群れを畑から追い払います。追い払いを実際に行ってわかっ

たのですが、適切なタイミングと場所でロケット花火を発射し
なければ、群れのメンバーが一時的に２つ以上の小さな集団
にわかれてしまいます。例えば、道路の両側にメンバーがわ
かれてしまうと、その後合流しようと互いにうろうろするため、
結果的に民家のまわりにサルが長時間滞在することになって
しまいます。効果的な対策をとるためには、サルがどのような
群れ構成をもち、どの方向に移動しようとしているのかをある
程度知っておく必要がありそうです。また、ある対策をとった
際にその動物がどのような応答を示すのかを記録しておくこと
は効果的な対策を立てる上で有用な情報となります。
＜提案＞　現在、鳥取県において野生動物（例.シカ、イノ
シシなど）による林業・農作物被害が問題となっています。
人にとって有害な野生動物を人の生活空間から完全に追い出
すことは大変難しいので、私たちは動物たちと共存する道を
さがす必要があります。研究者としてできることは、動物たち
の基本的な生態や社会を調べつつ、どのような対策が効果
的でかつ持続可能かを地元の方とともに試しながら模索して
いくことではないかと考えています。時間はかかりますが、地
域の方とともに「人と社会と自然の共生」を実現できたらと考
えています。

応用分野
　野生動物の保全、動物調査、環境教育
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鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.63Vol.63

・試験日程は、変更となる場合があります。
・試験区分、受験資格等の詳細は、鳥取県人事委員
会ＨＰや受験案内を御確認ください。
・受験案内は、申込受付期間前に
　配布開始予定です。

・「チャレンジコース」は、教養試験ではなくＳＰ

Ｉ３（基礎能力）試験を実施するので、公務員試
験対策が不要です！
・いずれの試験も、鳥取・米子・東京・大阪の会場
で第１次試験の受験が可能です！

【問合せ先】
　鳥取県警察本部警務部警務課人事第二係
　採用案内フリーダイヤル　０１２０－０２２－７１２
　ホームページ　https://www.pref.tottori.lg.jp/police/
★ＬＩＮＥ公式アカウント
　　　「鳥取県警察採用係」でも採用情報配信中★

警察官・警察行政職員採用試験日程警察官・警察行政職員採用試験日程
試験区分 申込受付期間 第１次試験日 第２次試験日

警察官Ａ（１回目）
３／３（月）〜
４／11（金）　 ５／11（日）

６／23（月）〜
６／25（水）　
（予定）警察官B（１回目）

※チャレンジコース

警察行政職員
（大学卒業程度）

３／３（月）〜
５／15（木）　 ６／15（日） ７／30（水）

（予定）

　ホームページは←　こちら
　ＬＩＮＥ公式
←アカウントは
　こちら！

チェックポイント

豊田副所長より説明を受ける参加者

余った再エネの電気をたくわえる揚水発電のイメージ
出典︓資源エネルギー庁HPより

【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】事務局︓鳥取商工会議所 経済振興課内

エネルギーのことを考えよう！
中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部 俣 野 川 発 電 所 視 察

　2024年10月31日(木)日野郡江府町の俣野川発電所を視察し、鳥取県内４商工会
議所から20事業所23名が参加しました。俣野川発電所は岡山県・新庄村に上池（土
用ダム）を、鳥取県・江府町に下池（俣野川ダム）をつくり、この間の落差約500メー
トルを利用して120万kW（30万kW×４台）の発電を行う中国電力で最大の揚水式
発電所です。
　揚水式発電は水力発電方法のひとつで、上池と下池の間にポンプと発電機を設置
し、電気の使用が少ないときに電気を使ってポンプで下池の水を上池へ汲み上げ、電
気が必要なときに上池の水を下池へ落として発電していることから、水の形で電気
を蓄える大きな意味での「蓄電設備」と考えることができます。揚水式発電は、短時
間で発電開始・停止ができるので、電気の使用量が急激に増加するときや、発電所等
の事故やトラブルで電気が不足したときの調整用発電所として活用しています。

　揚水式発電は、近年の電気の使い方の変化や、太陽
光などの再生可能エネルギー導入拡大（2009年ごろ
以降）に伴って、運転の役割が変化してきました。以
前は夜間に揚水し、昼間の電力ピーク時に発電してい
ましたが、近年では夜間に発電し、太陽光発電がピー
クになる昼間に揚水運転するなど役割が変化していま
す。
　中国地域では、島根原子力発電所の再稼働により長
期固定電源が一定量確保できるようになるため、揚水
式発電の俣野川発電所の役割がますます重要になって
きます。今後のエネルギーミックスとして再エネ比率
を2022年度の22％から2030年度に36~38％程度に
引き上げる目標を掲げており、再エネの不安定な発電
量を補う揚水式発電の重要性は増すばかりです。

【中国地域エネルギーフォーラム】は、地球環境問題を含め広くエネルギー問題について知識の普及と理解の促進を図り、エネルギー問題を自分のこ
ととしてとらえ、エネルギー資源が乏しい日本のこれからについて考えることを促していけるよう、広報・普及活動を展開しています。
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 本
講
座
で
は
、新

た
に
人
事
・総
務
・経
理
の
担
当
に
な
った
方
や
、しっか

りとした
知
識
を持

って
仕
事
に
取
り組

み
た
い
方

の
た
め
に
、日

常
の
庶
務
か
ら人

事
・労
務
に
か
か
わ
る
諸
手
続
き、最

低
限
抑
え
て
お
き
た
い
法
務
の
基
礎
知
識
、日

常
の

経
理
事
務
や
税
金
の
実
務
、最

低
限
必
要
な
財
務
知
識
等
、総

務
・経
理
担
当
者
として

必
要
な
土
台
とな
る
基
礎
知
識

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 ま
た
、総

務
・経
理
担
当
者
は
、日

常
業
務
の
遂
行
に
不
可
欠
な
事
務
処
理
能
力
や
管
理
能
力
は
も
ち
ろ
ん
、分

析
力
や

企
画
力
、気

配
りや
信
頼
性
、社

外
との
パ
イプ役

として
の
社
交
性
や
積
極
性
も
必
要
とな
ります

。その
よ
うな
能
力
と知

識
を
も
った
社
員
は
、将

来
必
ず
会
社
の
「要
」とな

る
で
しょう。 

※
本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成
、
出
欠
確
認
、

  
   受

講
料
の
入
金
確
認
及
び

 講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

 
T
T
H

P
 

<<おお
申申
込込
方方
法法

>>          ※※
  講講
座座
日日
のの

33営営
業業
日日
前前
よよ
りり
、、

110000％％
キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
料料
がが
発発
生生
しし
まま
すす
。。

  
●
右
記
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
後

F
A

X
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

 

（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」
(イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

)を
F
A

X
で
返
送
い
た
し
ま
す
。
）
 

●
お
申
込
後
、
受
講
料
を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
の
３
日
前
ま
で
に
請
求
書
記
載
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

  

（
恐
れ
入
り
ま
す
が
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の
返
金
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
 

●
振
込
先
：
鳥
取
銀
行

 
本
店

 
普
通
預
金

 
N

O
. 0325411 

鳥
取
中
小
企
業
相
談
所

 
所
長

 井
戸
垣

 泰
志

 

＊
講
座
開
催
の
１
～
２
週
間
前
頃
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者
様
宛
に

F
A

X
い
た
し
ま
す
。

 
＊
駐
車
場
は
「
商
工
会
議
所
駐
車
場
」
を
ご
利
用
下
さ
い
（
満
車
の
場
合
は
市
営
片
原
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
  

＊
最
少
催
行
人
数
は
５
名
と
な
り
ま
す
。

  
＊
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
更
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 
＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
方
は
参
加
を
お
断
り
し
ま
す
。

 
 
ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
 

 
 

 
 https://tottori-cci.or.jp  

 
 

 
 

 
＜
お
問
い
合
わ
せ
＞

 
IPTEL：

050-3528-0853
(直
通

) 
FAX：

 0857-22-6939 

総
務
・
経
理
は
会
社
の
礎
！

  
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
務
と
経
理
の
要
点
を
押
さ
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に
貢
献
！

 

11  
会
社
の
中
枢
とな
る
総
務
・経
理
の

 
役
割
と心

構
え

 
・5つ

の
心
構
え

 
・経
営
者
か
ら求

め
られ

て
い
る
総
務
・経
理
像

 

2 
総
務
・経
理
の
日
常
・月
次
・年
間

 
ス
ケ
ジ
ュー
ル

 
・目
標
管
理

 
・プ
ロセ

ス
管
理

 

3 
人
事
・労
務
管
理
・福
利
厚
生

 
・総
務
の
仕
事

 
・管
理
の
ポ
イント 

4 
仕
訳
の
ル
ー
ル
か
ら給

与
支
払
業
務

 
（
源
泉
徴
収
業
務
）
ま
で

 
・経
理
の
日
常
業
務
・月
次
業
務
・年
度
業
務

 

5 
総
務
・経
理
として

知
って
お
き
た
い

 
税
務
知
識

 
・会
計
人
の
道
徳
規
範

 
・会
社
と税

金
の
関
係

 

参
加
者
の
声

 
・
基
礎
知
識
の
な
い
ま
ま
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
教
え
ら
れ
た
通
り
に
、
た
だ
処
理
を
し
て
い
た
の
で
、
ミ
ス
を

 
 
し
て
も
意
味
が
解
ら
な
い
た
め
繰
り
返
す
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
な
く
せ
そ
う
で
す
！

 
・
経
理
未
経
験
で
今
の
会
社
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
本
質
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
働
い
て
き
ま
し
た
が
、

 
 
今
日
の
講
座
で
少
し
見
え
て
き
ま
し
た
。
経
理
実
務
講
座
も
受
講
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
！

 
・
普
段
や
っ
て
い
る
業
務
が
、
何
の
目
的
で
や
っ
て
い
る
の
か
が
し
っ
か
り
理
解
で
き
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

 
 
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
入
社
し
た
ば
か
り
で
何
も
か
も
わ
か
ら
ず
、
た
だ
焦
る
ば
か
り
で
不
安
で
し
た
が
、
先
輩
が
言
う
こ
と
の

 
 
イ
メ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
明
日
か
ら
は
少
し
落
ち
着
い
て
取
り
組
め
そ
う
で
良
か
っ
た
で
す
。

 

主
催

 
鳥
取
商
工
会
議
所
・
鳥
取
法
人
会
・
経
営
者
協
会

 

鳥
取
商
工
会
議
所

 
経
営
支
援
二
課

 
行

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
FAX:0857-22-6939 

初
心
者
の
た
め
の
総
務
・
経
理
基
礎
講
座

 
 参
加
申
込
用
紙

 
 

 
 

 
フ
リ
ガ
ナ

 

T
E
L
 

事
業
所
名

 

フ
リ
ガ
ナ

 

F
A

X
 

役
職

 
/
申
込
者
名

 

所
在
地

 
〒

 

E
-
m

ail 
＠

 

フ
リ
ガ
ナ

 

役
職

 
/
参
加
者
名

 
 

 
 

フ
リ
ガ
ナ

 

役
職

 
/
参
加
者
名

 
 

 
 

商
工
会
議
所
会
員

  
・
 
鳥
取
法
人
会
会
員

 
 経
営
者
協
会
会
員

 
 ・

 
一
般

 
 

 
 

 
 

 
(該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

) 

受
講
修
了
証

 
 
要

( 
 

 
  

 
)  
不
要

( 
  

 
 

 
) 

受
講
料
合
計

( 
 

 
 

  
 

 
 

 
)円
振
込
予
定
日

 
 

 
月

 
 

 
日

 

日
 
時

 
2025年

 ４
月２

２
日
（
火
）  10:00~

17:00 
会

 
場

 
鳥
取
商
工
会
議
所

 
５
階

 
大
会
議
室

 
参

 加
 費

 
会
員
：

14,300
円

 
 
一
般
：

18,700
円
（
教
材
費
・
消
費
税
込
）

 

定
 
員

 
50

名
 

対
 
象

 
総
務
・
経
理
担
当
者
、
若
手
社
員

 

※※
鳥鳥
取取
市市
中中
小小
企企
業業
人人
材材
育育
成成
補補
助助
金金
がが
活活
用用
でで
きき
まま
すす
！！

  
                               （  https://w

w
w

.city.tottori.lg.jp/w
w

w
/contents/1713831610815/index.htm

l 
） 

 
・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
度
必
要
で
す
の
で
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

 
 
・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
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【
社
名
変
更
】

◆
㈱
は
な
ふ
さ
→
㈱
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｕ

Ｓ
Ａ

◆
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ　
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｕ
ｒ

ａ
ｎ
ｔ
＆
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
→
合
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
を
ｅ
ｇ
ａ
ｋ
ｕ

【
代
表
者
変
更
】

◆
鳥
取
空
港
ビ
ル
㈱

　

代
表
取
締
役
＝
宮
部　

久
照

◆
㈲
ふ
く
た

　

代
表
取
締
役
＝
山
田　

雄
作

◆
朝
日
生
命
保
険
（
相
）
山
陰
支
社

　

営
業
支
社
長
＝
西
川　

昇

【
住
所
変
更
】

◆
合
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
を
ｅ
ｇ
ａ
ｋ
ｕ

　

鳥
取
市
末
広
温
泉
町
１
６
３
Ｍ
Ｋ

ビ
ル
２
Ｆ
→
鳥
取
市
瓦
町
５
７
９

―
１

　

代
表
者
お
よ
び
社
名
、
住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
お
手
数
で

す
が
鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課
（
℡

０
８
５
７
―
32
―
８
０
０
２
）
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
本
欄
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略
・

順
不
同

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
け
出
分

動 向

令和７(2025) 年度 雇用保険料率のご案内
◦失業等給付等の保険料率は、労働者負担・事業主負担ともに 5.5/1,000 に
変更になります（農林水産・清酒製造の事業及び建設の事業は 6.5/1,000
に変更になります。）。

◦雇用保険二事業の保険料率（事業主のみ負担）は、引き続き3.5/1,000です（建
設の事業は 4.5/1,000 です。）。

<令和 7年度の雇用保険料率>

(枠内の下段は令和 5年 4月〜令和 7年 3月の雇用保険料率 )

　　　　負担者

事業の
種類

①
労働者負担
(失業等給付・

育児休業給付の
保険料率のみ)

②
事業主負担 ①+②

雇用保険料率
失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

一般の事業 5.5/1,000 9/1,000 5.5/1,000 3.5/1,000 14.5/1,000

(令和６年度) 6/1,000 9.5/1,000 6/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

農林水産・
清酒製造の事業

6.5/1,000 10/1,000 6.5/1,000 3.5/1,000 16.5/1,000

(令和６年度) 7/1,000 10.5/1,000 7/1,000 3.5/1,000 17.5/1,000

建設の事業 6.5/1,000 11/1,000 6.5/1,000 4.5/1,000 17.5/1,000

(令和６年度) 7/1,000 11.5/1,000 7/1,000 4.5/1,000 18. 5/1,000
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協会けんぽ鳥取支部加入者の皆さまへ

鳥取支部の健康保険料率は変更となります。（全国平均保険料率は 10.0％です）
介護保険料率（全国一律）も変更となります。皆さまのご理解をお願い申し上げます。

※40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。

※賞与については、支給日が３月１日分から変更後の保険料率が適用されます。

　 　 　【お問い合わせ先】　 協会けんぽ鳥取支部
　　　　　　　　　　　　企画総務グループ　　0857‐25‐0050（音声案内④）

令和７年３月分 （４月納付分） からの
協会けんぽの保険料率についてお知らせします。

令和７年２月分（３月納付分）まで

9.68％
令和7年３月分（４月納付分）から

9.93％

健康保険料率

令和７年２月分（３月納付分）まで

1.60％
令和7年３月分（４月納付分）から

1.59％

介護保険料率

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 15 分 12 時 35 分
298 15 時 20 分 16 時 45 分
300 18 時 40 分 20 時 00 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年3月30日〜2025年10月25日

2025年　東京便　夏ダイヤ決定！

鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
291  7 時 00 分  8 時 15 分
293  9 時 20 分 10 時 35 分
295 13 時 25 分 14 時 40 分
297 16 時 40 分 18 時 00 分
299 19 時 20 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取
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動 向

国内パビリオンの一部を紹介します。

「いのちを磨く」をテーマに、外観は有
機的に動く変形建築で来場者や風景を映
し出し、歪ませる。内部では自分自身を
デジタル化し、「もう一人の自分」と出
会い、対話する未知の体験を提供する。

出展テーマはSociety 5.0。博覧会協会と
12者の企業・団体が共創した「15アト
ラクションによる未来体験」を提供する
長さ約150mの大規模パビリオン。会期
中は、バーチャル未来の都市も楽しめる。

©2024 Yoichi Ochiai / 設計:NOIZ / Sustainable 
Pavilion 2025 Inc. All Rights Reserved.

提供：2025年日本国際博覧会協会

©FUTURE OF LIFE / EXPO2025

提供：経済産業省

©SANAA

提供：関西広域連合

「いのちを拡げる」をテーマに「いのち」
の新たな在り方を創造し、展示する。人
間とロボットの境界がつかなくなる50年
後、1000年後の世界を展示することで、
忘れがたいいのちの体験を提供する。

「いのちと、いのちの、あいだに」をテーマに、
万博会場内の生ゴミを利用したバイオガス
発電や、世界に貢献しうる日本の先端的な技
術等を活用し、一つの循環を創出し、持続可
能な社会に向けた来場者の行動変容を促す。

「いのちを響き合わせる」をテーマに、
屋根も壁もなく、「静けさの森」と溶け
合うように佇む屋外型パビリオン。訪れ
る来場者同士がつながり、響き合う中で
共に未来を描く「共鳴体験」を提供する。

「いのち輝く関西悠久の歴史と現在」を
テーマに滋賀、京都、兵庫、奈良、和歌
山、鳥取、徳島、福井、三重の魅力を発
信。外観は灯籠をイメージした六角形で
あり、切り絵をデザイン。

テーマ『いのち輝く未来社会のデザイン』テーマ『いのち輝く未来社会のデザイン』

大阪・関西万博大阪・関西万博
～ 160 を超える国・地域などが最新技術や独自文化を紹介～～ 160 を超える国・地域などが最新技術や独自文化を紹介～

関西広域連合

宮田 裕章（Better Co-Being）

日 本 館

石黒 浩（いのちの未来）

未来の都市

落合 陽一（null2）
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４４ 月 月 1313日 日 いよいよ開幕！日 日 いよいよ開幕！

20252025年年  日本国際博覧会日本国際博覧会
大阪・夢洲を会場に国内外から約 2,820 万人が来場！大阪・夢洲を会場に国内外から約 2,820 万人が来場！

海外パビリオンの一部を紹介します。

「Doki Doki-ときめくルクセンブルク」をテー
マに、循環経済の原則に基づいた先駆的な建
築デザインと、インタラクティブな空間演出
を提供する。ルクセンブルクの自然や人々の
暮らしを紹介するほか、伝統料理も楽しめる。

ユーカリの花から着想を得たデザインで、国
の活気と多様性を象徴している。「Chasing 
the Sun ―太陽の大地へ」をテーマに、最
新技術、豊かな文化、ダイナミックな社会
を体感できる様々なプログラムを開催する。

©STDM I Luxembourg Pavilion Expo 2025 Osaka

(c)Design by Buchan Holdings Pty Ltd, Render by 
FloorSlice

(c) MIR_LAVA_facts and fiction

© Coldefy & CRA-Carlo Ratti AssociatiImages credited to Trahan Architects

「循環経済」をテーマに、建築・景観・展
示を一体化し、ほかではできない体験を
提供する。「わ！ ドイツ」というタイトル
を付け、循環の「環（わ）」、調和の「和（わ）」、 
感嘆の「わ！」の３つの意味を込めている。

テーマは「愛の讃歌」。互いの小指が見えな
い魔法の糸で結ばれているという赤い糸を通
じて、「愛」に導かれる新しい未来のビジョン
を提案。エントランスは、神秘的で開放的な
劇場がデザインされ、最後に庭園が姿を現す。

「未来を作曲」をテーマに、螺旋状のオブ
ジェは、楽譜をモチーフにデザインした。
館内では、過去から未来、既知のものから
未知のものまで、現代の、そして最新のオー
ストリアを表現する。伝統菓子も楽しめる。

テーマは「共に創出できることを想像しよ
う」。わび・さびから着想を得た三角形の木造
建造物2棟の上にライトアップされたキュー
ブが浮かぶように置かれ、LEDスクリーンが
米国を象徴する画像や名所を映し出す。

動 向

アメリカ合衆国

オーストリア

フランス共和国

ドイツ

オーストラリア

ルクセンブルク
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お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW  
ニーズの２歩先で
ファン顧客を３倍にする方法

千田 涼介 26分
健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

NEW
満ちて輝く人生の旅 ふくだ 友子 31分

NEW  
ＡＩ活用　爆速仕事術
　　　　　 公開期限：2025年５月末

小宮山 真吾 85分
NEW
キレイな字になるための
９つのステップ

高宮 暉峰 54分

経営者保証を解除する
チャンスを活かす 川居 宗則 32分

労
務

働きながら介護する時代の
「仕事と介護の両立環境」セミナー 田畑 啓史 47分

コミュニティ経営のすすめ（６）
多様な働き方のルール 畑中 義雄 32分 ここがポイント！就業規則のつくり方 野澤 直子 25分

高くても売れる ７つの鉄則 川上 徹也 36分 税
務
・
財
務
・

経
理

改めて確認！インボイス制度講習会 小澄 健士郎 95分

研
修
・
人

材
育
成

Ｚ世代との接し方に困っている
40代、50代へ　育て方と
メンタルを前向きに保つヒント

夏目 えみ 43分 経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp
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個人

電子会計実務

【商工会議所ネット試験施行機関】 【鳥取／ナレッジサポート】

カラーコーディネーター検定試験®／ビジネス実務法務検定試験®

https://www.kentei.ne.jp

https://kentei.tokyo-cci.or.jp/

受付時間10：00～18：00（土日・祝日・年末年始を除く）

https://tottori-cci.or.jp

TEL:0857-32-8004（検定担当）

受付時間9：00～17：00（土日・祝日・年末年始を除く）

第235回第234回

施行日 施行日
￥2,800
￥2,000
￥1,800
￥1,200

1級
２級
３級

４～６級

団体
申込方法

学校や企業が希望する日時と場所で試験を実施できる団体受験もございます。希望される場合は鳥取商工会議所検定担当までお問い合わせください。

申込期間

施行日

申込期間申込期間

2026/2/22（日）11/16（日）6/8（日）

第170回（１～３級） 第171回（１～３級） 第172回（２・３級のみ）

施行日 施行日 施行日

申込期間 申込期間 申込期間

日商簿記
＜PBT・紙試験＞

申込方法

3級
2級
1級

¥3,300
インターネットから申し込みください。インターネットでの申し込みが難しい場合は、鳥取商工会議所検定担当までお問い合わせください。

受験料を添えて直接検定窓口へ申し込みください。

¥5,500
¥8,800

日商珠算（そろばん）
＜PBT・紙試験＞

5/2（金）～5/16（金） 9/8（月）～9/19（金） 12/15（月）～12/26（金）

4/21（月）～5/7（水） 9/29（月）～10/15（水） 2026/1/6（火）～1/21(水）

2026/2/8（日）10/26（日）6/22（日）

第236回

原価計算初級

初級
3級
2級

個人・団体とも所定の申込書に必要事項を記入し、受験料を添えて直接検定窓口へ申し込みください。

日商PC／文書作成・データ活用・プレゼン資料作成

＜CBT・試験会場のパソコンで受験＞
日商ビジネス英語

＜IBT・自宅等のパソコンで受験＞¥11,000
1級（1分野ごと）

10/5、2026/2/15
施行日 施行日

7/6、12/7¥6,600
点数制

¥2,200日商PC／文書作成・データ活用・プレゼン資料作成

¥2,200
¥2,200
¥3,300
¥5,500

日商簿記 キータッチ2000テスト

（後半）
（前半）

5/29（木）～6/4（水）
5/8（木）～5/14（水）

■第1シーズン

3級
2級
1級

¥4,400
¥6,600
¥8,800

（前半試験）

¥7,700
¥4,400

2級

※当面の間1級試験は休止。

3級

（後半試験）
ビジネスマネジャー検定試験®
福祉住環境コーディネーター検定試験®／eco検定（環境社会検定）®

試験期間申込期間先行申込期間（団体受験者専用）団体クーポン申込期間

¥5,500

¥4,400
¥5,500
¥7,700

https://www.knowledge.tc/

ENTRY
BASIC

STANDARD

EXPERT

※EXPERT、STANDARDはC言語、JAVA、VBA、
　　Pythonの4つの言語に分かれます。

¥6,600

¥3,300

https://links.kentei.ne.jp/organization

日商プログラミング

リテールマーケティング（販売士）

ビジネスキーボード

※プレゼン資料作成分野には、Basic（基礎級）は設けておりません。

Basic（1分野ごと）

3級（1分野ごと）

2級（1分野ごと）

¥3,300
¥4,400

5/13（火）～5/21(水）
4/15（火）～4/23（水）

7/10（木）～7/31（木）
6/19(木）～7/7（月）

6/6（金）～6/17（火）
5/16（金）～5/27（火）

■第２シーズン

11/4（火）～11/11（火）

団体クーポン申込期間 先行申込期間（団体受験者専用） 申込期間 試験期間

申込期間 試験日
12/7（日）
12/14（日）福祉住環境コーディネーター検定試験®

ビジネス実務法務検定試験®

（後半） 9/16（火）～9/24（水） 10/2（木）～10/8（水） 10/10（金）～10/21（火） 11/13（木）～12/4（木）
（前半）

■鳥取商工会議所

8/26（火）～9/3（水） 9/11（木）～9/17（水） 9/19（金）～9/30（火） 10/23（木）～11/10（月）

お問い合わせ

■日本商工会議所

TEL:050-3150-8559 

TEL:050-5541-8600 / 受付時間9：00～20：00（年中無休）

■東京商工会議所

概要はコチラから≫

東京商工会議所
検定試験情報

■1級（CBTのみ・統一試験）

2025年度検定試験施行情報
統一施行試験

随時施行試験 ※試験日は各ネット試験会場が決定します。

※記載の受験料はすべて税込価格
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〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
今
年
の
冬
は
久
し
ぶ
り
の
大
寒
波
に
よ
り

雪
景
色
が
続
く
日
々
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ

春
の
足
音
が
近
づ
き
、
穏
や
か
な
陽
射
し
が

街
を
包
み
始
め
て
い
ま
す
。
冬
の
名
残
を
感

じ
つ
つ
も
、
や
わ
ら
か
な
風
に
春
の
気
配
が

漂
い
、
鳥
取
の
街
に
も
新
し
い
季
節
の
訪
れ

が
感
じ
ら
れ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
12
日（
水
）に
令
和
６
年
度
年
間
活

動
報
告
の
２
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
年
間
で
最
も
印

象
に
残
っ
た
事
業
に「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
」

を
贈
る
企
画
を
実
施
し
、
各
委
員
会
が
熱
い

想
い
を
込
め
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
見
事

に
大
賞
を
受
賞
し
た
の
は「
お
堀
の
水
ぜ
ん

ぶ
抜
く
大
作
戦
」で
す
。
事
業
を
担
当
し
た

鳥
取
お
城
委
員
会
の
み
な
さ
ん
は
年
間
を
通

じ
て
鳥
取
城
跡
エ
リ
ア
で
４
つ
の
事
業
を
開

催
し
、
市
民
や
学
生
と
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
地
域
経
済
の
活
性
化
と
次
世
代
の
育
成
に

貢
献
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
若
い

世
代
に
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
む
と
と

も
に
、
地
域
発
展
の
長
期
的
な
基
盤
を
築
く

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
月
15
日（
土
）に
は
第
44
回
全

国
大
会「
ほ
と
め
き
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
く
る

め
大
会
」に
30
名
の
メ
ン
バ
ー
で
参
加
し
ま

し
た
。
本
大
会
は
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
交
流
し
、
学
び
を
深
め

る
貴
重
な
大
会
で
す
。
福
岡
・
久
留
米
の
地

元
の
文
化
や
食
、
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
で
地

域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

を
得
る
場
と
も
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
持
ち
帰
り
、

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
３
月
８
日（
土
）に
卒
業
例
会
、
３
月
９
日

（
日
）に
最
後
の
事
業
と
な
り
ま
す「
Ｙ
Ｅ
Ｇ

デ
パ
ー
ト
」を
行
い
今
年
度
の
事
業
を
締
め

く
く
り
ま
す
。
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
任

期
も
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。
至
ら
ぬ
点

も
多
々
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
１
年
間
多

く
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
お
支
え
を
い
た
だ
き

な
が
ら
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
Ｄ
ｏ
ｎ
’
ｔ 

ｔ

ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
，ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
!!
」の
も
と
、
考
え
過

ぎ
る
よ
り
も
決
意
を
固
め
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
行

動
と
想
い
が
成
長
へ
の
一
歩
に
繋
が
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
今

後
も
市
民
・
行
政
・
企
業
の
み
な
さ
ま
と
協

力
し
な
が
ら
、
50
周
年
に
向
け
た
新
た
な
決

意
と
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
私
た
ち
の
活
動
に
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
受
け
賜
わ
り
ま
す
こ
と
を

お
願
い
し
ま
し
て
最
後
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

　
令
和
７
年
２
月
12
日（
水
）に
各
委
員
会
が
１
年
間
の
事
業
を
振
り
返

る「
活
動
発
表
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

各
委
員
会
に
は
20
名
以
上
の
メ

ン
バ
ー
が
所
属
し
、
様
々
な
企
画
が
生
ま
れ
年
間
を
通
じ
て
約
30
の
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
者
が
個
性
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
所
属
す
る

各
委
員
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。会
場
で
は
笑
い
や
歓
声
が
随
所
に
上
が
り
、

楽
し
く
盛
り
上
が
り
の
あ
る
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
報
告
会
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て「
会
員
が
選
ぶ
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
」を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１
年
間
で
実
施
さ
れ
た

事
業
の
中
か
ら
特
に
印
象
に
残
っ
た
も
の
、
評
価
の
高
か
っ
た
も
の
を
会

員
の
投
票
に
よ
っ
て
選
ぶ
も
の
で
す
。

　
栄
え
あ
る
大
賞
に
は
、
32
票
の
投
票
数
を
獲
得
し
た
鳥
取
お
城
委
員
会

の「
お
堀
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
」が
選
出
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
事
業
を
実
施
し
た
後
の
反
響
を
知
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
投
票
で
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
員
か
ら
は
、
事
業
が
地
域
貢
献
に
繋
が
っ
て
い
る
実
感
、Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
活
動
意
義
と
各
委
員
会
の
努
力
を
評
価
す
る
声
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
各
委
員
会
に
情
報
を
共
有
し
て
次
年
度
以
降
、
よ
り
よ
い
活
動
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
大
森
　
誠

発行：令和 7年 3月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

3

高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

２
月
例
会「
１
年
の
活
動
発
表
会
」

２
月
例
会「
１
年
の
活
動
発
表
会
」プレゼンをする大深委員長ボッチャの様子

ボクササイズの様子

参加したメンバー

全国大会の様子

オープン委員会の様子

説明をする下園委員長

鳥取YEG大賞を受賞し、賞状を手にする河田委員長

　
令
和
７
年
２
月
15
日（
土
）、鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部（
以
下

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
、第
44
回
全
国
大
会『
ほ
と
め
き
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ

Ａ
く
る
め
大
会
』に
、30
名
の
会
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
登
録
者
約
１
万
人
規
模
の
大
会
に
全
国
各
地
か
ら
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会

員
が
集
ま
り
、そ
の
熱
気
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
良
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
出
さ
れ
、今
年
度
も
２
年
連
続

の
受
賞
を
目
指
し
、『
鳥
取
城
復
元
に
向
け
た
城
跡
エ
リ
ア
事
業
』

を
エ
ン
ト
リ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
、地
域
貢
献
部
門
で
最
終
選
考

ま
で
残
り
ま
し
た
が
、あ
と
１
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、大
会
の
終
盤
で
は
全
国
の
卒
会
生
を
対
象
に
、卒
業
式

が
行
わ
れ
、卒
会
生
か
ら
現
役
会
員
へ
送
ら
れ
た
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
我
々
は
し
っ
か
り
と
理
解
し
、受
け
止
め
、今
後
の
活
動
に

活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
50
周
年
・
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
が
近
年
ま
で
迫
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
大
会
を
今
後
数
多
く
経
験
、勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、今
度
は

我
々
が
皆
さ
ま
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、群
馬
県
伊
勢
崎
の
地
で
開
催
予
定
で
あ
り
、ま
た

こ
の
熱
気
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

総
務
委
員
会
　
専
務
理
事
補
佐
　
荒
川
　
恵
介

　
令
和
７
年
２
月
21
日（
金
）19
：
00
よ
り
パ
レ
ッ
ト
鳥
取（
市

民
交
流
ホ
ー
ル
）に
お
い
て
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を

会
員
47
名
の
方
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
は
大
阪
よ
り
下
尾
彰
浩
先
生
を

お
招
き
し
、
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
雪

が
降
る
天
候
で
開
催
も
心
配
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
右
左
前

後
と
動
き
回
り
ハ
ッ
ス
ル
し
日
頃
で
き
な
い
経
験
を
汗
が
吹
き

出
し
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

最
高
で
し
た
！

　
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
あ
と
は
ボ
ッ
チ
ャ
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
次
年
度
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
対
戦
形
式
で
勝
敗
を
競
い
ま
し
た
。
ボ
ッ
チ
ャ
の

経
験
が
初
め
て
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が…

白
熱
の
ゲ
ー
ム

で
大
変
盛
り
上
が
り
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
、
あ
と
の

懇
親
会
に
も
多
く
の
皆
さ
ん
、
下
尾
先
生
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
最
後
ま
で
楽
し
い
交
流
会
で
し
た
。

　
次
年
度
の
組
織
図
が
承
認
さ
れ
、
こ
の
交
流
の
場
が
次
年
度

に
バ
ト
ン
を
繋
ぎ
４
月
か
ら
会
員
同
士
の
交
流
が
密
に
な
り
、

こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
事
業
の
運
営
も
活
発
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
新
た
な
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
伝
え
成

長
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
く
想
い
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
Ｄ
ｏ
ｎ
，ｔ 

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ 

Ｙ
Ｅ
Ｇ
マ
ッ
ス
ル
交
流
会
に
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
交
流
委
員
会
　
副
委
員
長
　
湯
川
　
渉

　
令
和
７
年
１
月
22
日（
水
）に
仕
組
み
改
善
委
員
会
オ
ー
プ
ン

委
員
会
を
商
工
会
議
所
大
会
議
室
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
８
月
例
会
で
は「
仕
組
み
改
善
委
員
会
は
何
の
た
め
に

存
在
す
る
の
か
」と
題
し
ま
し
て
、当
委
員
会
が
こ
の
１
年
間
で

取
り
組
ん
で
い
く
内
容
、計
画
に
つ
い
て
の
ご
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
は「
仕
組
み
改
善
委
員
会
は
今
な
に
を
し
て
い
る

の
か
」と
題
し
ま
し
て
、公
式
情
報
の
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
、Ａ
Ｔ
会

員
手
帳
、写
真
共
有
、委
員
会
報
告
の
集
め
方
、例
会
ア
ン
ケ
ー
ト

と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
８
月
例
会
以
降
の
取
り
組
み
結
果
に
つ
い

て
の
状
況
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、去
る
２
月
３
日
に
次
年
度
の
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
組
織
図
が
発

表
さ
れ
、仕
組
み
改
善
委
員
会
は
次
年
度
な
く
な
る
こ
と
が
決
定

と
な
り
ま
し
た
が
、当
委
員
会
が
こ
の
１
年
間
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
、当
委
員
会
が
作
り
上
げ
た
新
し
い
仕
組
み
は
次
年
度
以
降

も
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、そ
れ
ら
を
継
続
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
は
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
今
年
度
何
回
も
同
じ
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

も
し
か
し
た
ら「
も
う
飽
き
た
」と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
こ
を
グ
ッ
と
堪
え
て
、よ
り
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、一
人
一
人
が
次
年
度
以
降
の
新
し
い
仕
組
み
の
伝

道
師
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

仕
組
み
改
善
委
員
会
　
委
員
長
　
下
園
　
裕
樹

仕
組
み
改
善
委
員
会

　
　
　

  

オ
ー
プ
ン
委
員
会

仕
組
み
改
善
委
員
会

　
　
　

  

オ
ー
プ
ン
委
員
会

第
44
回
全
国
大
会『
ほ
と
め
き

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
く
る
め
大
会
』

第
44
回
全
国
大
会『
ほ
と
め
き

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
く
る
め
大
会
』
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〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～
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 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
今
年
の
冬
は
久
し
ぶ
り
の
大
寒
波
に
よ
り

雪
景
色
が
続
く
日
々
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ

春
の
足
音
が
近
づ
き
、
穏
や
か
な
陽
射
し
が

街
を
包
み
始
め
て
い
ま
す
。
冬
の
名
残
を
感

じ
つ
つ
も
、
や
わ
ら
か
な
風
に
春
の
気
配
が

漂
い
、
鳥
取
の
街
に
も
新
し
い
季
節
の
訪
れ

が
感
じ
ら
れ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
12
日（
水
）に
令
和
６
年
度
年
間
活

動
報
告
の
２
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
年
間
で
最
も
印

象
に
残
っ
た
事
業
に「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
」

を
贈
る
企
画
を
実
施
し
、
各
委
員
会
が
熱
い

想
い
を
込
め
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
見
事

に
大
賞
を
受
賞
し
た
の
は「
お
堀
の
水
ぜ
ん

ぶ
抜
く
大
作
戦
」で
す
。
事
業
を
担
当
し
た

鳥
取
お
城
委
員
会
の
み
な
さ
ん
は
年
間
を
通

じ
て
鳥
取
城
跡
エ
リ
ア
で
４
つ
の
事
業
を
開

催
し
、
市
民
や
学
生
と
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
地
域
経
済
の
活
性
化
と
次
世
代
の
育
成
に

貢
献
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
若
い

世
代
に
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
む
と
と

も
に
、
地
域
発
展
の
長
期
的
な
基
盤
を
築
く

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
月
15
日（
土
）に
は
第
44
回
全

国
大
会「
ほ
と
め
き
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
く
る

め
大
会
」に
30
名
の
メ
ン
バ
ー
で
参
加
し
ま

し
た
。
本
大
会
は
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
交
流
し
、
学
び
を
深
め

る
貴
重
な
大
会
で
す
。
福
岡
・
久
留
米
の
地

元
の
文
化
や
食
、
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
で
地

域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

を
得
る
場
と
も
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
持
ち
帰
り
、

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
３
月
８
日（
土
）に
卒
業
例
会
、
３
月
９
日

（
日
）に
最
後
の
事
業
と
な
り
ま
す「
Ｙ
Ｅ
Ｇ

デ
パ
ー
ト
」を
行
い
今
年
度
の
事
業
を
締
め

く
く
り
ま
す
。
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
任

期
も
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。
至
ら
ぬ
点

も
多
々
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
１
年
間
多

く
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
お
支
え
を
い
た
だ
き

な
が
ら
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
Ｄ
ｏ
ｎ
’
ｔ 

ｔ

ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
，ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
!!
」の
も
と
、
考
え
過

ぎ
る
よ
り
も
決
意
を
固
め
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
行

動
と
想
い
が
成
長
へ
の
一
歩
に
繋
が
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
今

後
も
市
民
・
行
政
・
企
業
の
み
な
さ
ま
と
協

力
し
な
が
ら
、
50
周
年
に
向
け
た
新
た
な
決

意
と
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
私
た
ち
の
活
動
に
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
受
け
賜
わ
り
ま
す
こ
と
を

お
願
い
し
ま
し
て
最
後
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

　
令
和
７
年
２
月
12
日（
水
）に
各
委
員
会
が
１
年
間
の
事
業
を
振
り
返

る「
活
動
発
表
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

各
委
員
会
に
は
20
名
以
上
の
メ

ン
バ
ー
が
所
属
し
、
様
々
な
企
画
が
生
ま
れ
年
間
を
通
じ
て
約
30
の
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
者
が
個
性
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
所
属
す
る

各
委
員
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。会
場
で
は
笑
い
や
歓
声
が
随
所
に
上
が
り
、

楽
し
く
盛
り
上
が
り
の
あ
る
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
報
告
会
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て「
会
員
が
選
ぶ
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
」を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１
年
間
で
実
施
さ
れ
た

事
業
の
中
か
ら
特
に
印
象
に
残
っ
た
も
の
、
評
価
の
高
か
っ
た
も
の
を
会

員
の
投
票
に
よ
っ
て
選
ぶ
も
の
で
す
。

　
栄
え
あ
る
大
賞
に
は
、
32
票
の
投
票
数
を
獲
得
し
た
鳥
取
お
城
委
員
会

の「
お
堀
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
」が
選
出
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
事
業
を
実
施
し
た
後
の
反
響
を
知
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
投
票
で
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
員
か
ら
は
、
事
業
が
地
域
貢
献
に
繋
が
っ
て
い
る
実
感
、Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
活
動
意
義
と
各
委
員
会
の
努
力
を
評
価
す
る
声
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
各
委
員
会
に
情
報
を
共
有
し
て
次
年
度
以
降
、
よ
り
よ
い
活
動
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
大
森
　
誠
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高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

２
月
例
会「
１
年
の
活
動
発
表
会
」

２
月
例
会「
１
年
の
活
動
発
表
会
」プレゼンをする大深委員長ボッチャの様子

ボクササイズの様子

参加したメンバー

全国大会の様子

オープン委員会の様子

説明をする下園委員長

鳥取YEG大賞を受賞し、賞状を手にする河田委員長

　
令
和
７
年
２
月
15
日（
土
）、鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部（
以
下

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
、第
44
回
全
国
大
会『
ほ
と
め
き
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ

Ａ
く
る
め
大
会
』に
、30
名
の
会
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
登
録
者
約
１
万
人
規
模
の
大
会
に
全
国
各
地
か
ら
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会

員
が
集
ま
り
、そ
の
熱
気
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
良
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
出
さ
れ
、今
年
度
も
２
年
連
続

の
受
賞
を
目
指
し
、『
鳥
取
城
復
元
に
向
け
た
城
跡
エ
リ
ア
事
業
』

を
エ
ン
ト
リ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
、地
域
貢
献
部
門
で
最
終
選
考

ま
で
残
り
ま
し
た
が
、あ
と
１
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、大
会
の
終
盤
で
は
全
国
の
卒
会
生
を
対
象
に
、卒
業
式

が
行
わ
れ
、卒
会
生
か
ら
現
役
会
員
へ
送
ら
れ
た
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
我
々
は
し
っ
か
り
と
理
解
し
、受
け
止
め
、今
後
の
活
動
に

活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
50
周
年
・
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
が
近
年
ま
で
迫
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
大
会
を
今
後
数
多
く
経
験
、勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、今
度
は

我
々
が
皆
さ
ま
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、群
馬
県
伊
勢
崎
の
地
で
開
催
予
定
で
あ
り
、ま
た

こ
の
熱
気
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

総
務
委
員
会
　
専
務
理
事
補
佐
　
荒
川
　
恵
介

　
令
和
７
年
２
月
21
日（
金
）19
：
00
よ
り
パ
レ
ッ
ト
鳥
取（
市

民
交
流
ホ
ー
ル
）に
お
い
て
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を

会
員
47
名
の
方
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
は
大
阪
よ
り
下
尾
彰
浩
先
生
を

お
招
き
し
、
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
雪

が
降
る
天
候
で
開
催
も
心
配
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
右
左
前

後
と
動
き
回
り
ハ
ッ
ス
ル
し
日
頃
で
き
な
い
経
験
を
汗
が
吹
き

出
し
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

最
高
で
し
た
！

　
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
あ
と
は
ボ
ッ
チ
ャ
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
次
年
度
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
対
戦
形
式
で
勝
敗
を
競
い
ま
し
た
。
ボ
ッ
チ
ャ
の

経
験
が
初
め
て
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が…

白
熱
の
ゲ
ー
ム

で
大
変
盛
り
上
が
り
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
、
あ
と
の

懇
親
会
に
も
多
く
の
皆
さ
ん
、
下
尾
先
生
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
最
後
ま
で
楽
し
い
交
流
会
で
し
た
。

　
次
年
度
の
組
織
図
が
承
認
さ
れ
、
こ
の
交
流
の
場
が
次
年
度

に
バ
ト
ン
を
繋
ぎ
４
月
か
ら
会
員
同
士
の
交
流
が
密
に
な
り
、

こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
事
業
の
運
営
も
活
発
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
新
た
な
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
伝
え
成

長
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
く
想
い
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
Ｄ
ｏ
ｎ
，ｔ 

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ 

Ｙ
Ｅ
Ｇ
マ
ッ
ス
ル
交
流
会
に
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
交
流
委
員
会
　
副
委
員
長
　
湯
川
　
渉

　
令
和
７
年
１
月
22
日（
水
）に
仕
組
み
改
善
委
員
会
オ
ー
プ
ン

委
員
会
を
商
工
会
議
所
大
会
議
室
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
８
月
例
会
で
は「
仕
組
み
改
善
委
員
会
は
何
の
た
め
に

存
在
す
る
の
か
」と
題
し
ま
し
て
、当
委
員
会
が
こ
の
１
年
間
で

取
り
組
ん
で
い
く
内
容
、計
画
に
つ
い
て
の
ご
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
は「
仕
組
み
改
善
委
員
会
は
今
な
に
を
し
て
い
る

の
か
」と
題
し
ま
し
て
、公
式
情
報
の
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
、Ａ
Ｔ
会

員
手
帳
、写
真
共
有
、委
員
会
報
告
の
集
め
方
、例
会
ア
ン
ケ
ー
ト

と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
８
月
例
会
以
降
の
取
り
組
み
結
果
に
つ
い

て
の
状
況
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、去
る
２
月
３
日
に
次
年
度
の
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
組
織
図
が
発

表
さ
れ
、仕
組
み
改
善
委
員
会
は
次
年
度
な
く
な
る
こ
と
が
決
定

と
な
り
ま
し
た
が
、当
委
員
会
が
こ
の
１
年
間
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
、当
委
員
会
が
作
り
上
げ
た
新
し
い
仕
組
み
は
次
年
度
以
降

も
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、そ
れ
ら
を
継
続
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
は
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
今
年
度
何
回
も
同
じ
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

も
し
か
し
た
ら「
も
う
飽
き
た
」と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
こ
を
グ
ッ
と
堪
え
て
、よ
り
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、一
人
一
人
が
次
年
度
以
降
の
新
し
い
仕
組
み
の
伝

道
師
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

仕
組
み
改
善
委
員
会
　
委
員
長
　
下
園
　
裕
樹

仕
組
み
改
善
委
員
会

　
　
　

  

オ
ー
プ
ン
委
員
会

仕
組
み
改
善
委
員
会

　
　
　

  

オ
ー
プ
ン
委
員
会

第
44
回
全
国
大
会『
ほ
と
め
き

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
く
る
め
大
会
』

第
44
回
全
国
大
会『
ほ
と
め
き

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
く
る
め
大
会
』

Ｄ
ｏ
ｎ
，ｔ 

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｙ
Ｅ
Ｇ
マ
ッ
ス
ル
交
流
会

Ｄ
ｏ
ｎ
，ｔ 

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｙ
Ｅ
Ｇ
マ
ッ
ス
ル
交
流
会



鳥取商工会議所報
VOL769.2025.3.15

16

　

１
月
23
日
（
木
）、
鳥
取
市
富
安

１
丁
目
の
対
翠
閣
で
新
年
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
德
田
会
長

が
挨
拶
。
続
い
て
、
来
賓
の
児
嶋
祥

悟
会
頭
、
平
井
り
え
鳥
取
県
知
事
夫

人
に
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
中
井
英
子
前
会
長
が
受
賞

し
た
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
の
特
別
功
労
者
表
彰
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

続
く
高
話
で
は
、「
外
国
人
労
働

者
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
と
題
し
、

平
井
耕
司
副
会
頭
に
お
話
し
頂
き
ま

し
た
。
副
会
頭
は
、「
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
が
進
む
日
本
で
は
、
労

　

２
月
19
日
（
水
）、
鳥
取
市
本
町

３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
で
、
２

月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

会
員
の
橋
本
真
弓
さ
ん
と
久
住
綾
子

さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
通
訳
、
行
政
書
士

と
し
て
ご
活
躍
中
。
司
法
通
訳
の
経

験
か
ら
、
外
国
人
労
働
者
雇
用
の
サ

ポ
ー
ト
も
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

新
年
例
会
の
平
井
副
会
頭
の
お
話
に

も
つ
な
が
り
ま
す
が
、
鳥
取
県
で
も

近
年
外
国
人
労
働
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
雇
用
す
る
際
に
は
在
留
資
格

が
業
務
内
容
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か

が
重
要
で
、
他
に
も
宗
教
や
生
活
習

慣
等
考
慮
す
べ
き
事
が
多
々
あ
る
よ

う
で
す
。
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
を

お
考
え
の
方
は
、
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

March 2025 女性会だより3 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club

平井副会頭の高話

働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
外

国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
日
本

に
は
約
２
０
４
万
人
の
外
国
人
労
働

者
が
い
る
が
、
円
安
や
母
国
の
経
済

発
展
に
よ
り
、
日
本
の
魅
力
が
相
対

的
に
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
、

外
国
人
労
働
者
に
選
ば
れ
る
環
境
を

整
備
し
、
尊
重
し
合
う
職
場
を
作
る

こ
と
が
必
要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
例
会
後
の
懇
親
会
は
、
岡
周

一
副
会
頭
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
開

宴
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会

員
相
互
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
参

加
者
は
新
年
の
抱
負
を
語
り
合
い
、

親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

で
無
料
相
談
会
等
も
あ
る
そ
う
で
す

の
で
、利
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

久
住
さ
ん
は
残
念
な
が
ら
体
調

不
良
で
欠
席
さ
れ
ま
し
た
が
、
事

前
に
収
録
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
久
住
綾

子 

私
の
あ
ゆ
み
」
を
拝
見
し
ま
し
た
。

映
像
に
は
久
住
さ
ん
の
90
年
の
人
生

が
写
真
と
共
に
描
か
れ
て
お
り
、
戦

争
や
地
震
、
鳥
取
大
火
等
大
変
な
経

験
を
乗
り
越
え
て
、
洋
裁
一
筋
に
生

き
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ご
様
子
が
よ

く
わ
か
り
、
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
今
も
な
お
好
奇
心
旺
盛
に
、
感

謝
の
心
を
持
ち
続
け
て
人
生
を
楽
し

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

お
二
人
の
貴
重
な
お
話
を
う
か
が

え
て
、
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

懇親会で親睦を深める

講演する橋本さん

久住さんの映像を視聴した会員

新
年
例
会
を
開
催

新
年
例
会
を
開
催

外
国
人
労
働
者
の
重
要
性
と

外
国
人
労
働
者
の
重
要
性
と

未
来
へ
の
道
筋

未
来
へ
の
道
筋

２
月
例
会
を
開
催

２
月
例
会
を
開
催

会
員
講
演
で
学
ぶ

会
員
講
演
で
学
ぶ

外
国
人
雇
用
と

外
国
人
雇
用
と
9090
年
の
あ
ゆ
み

年
の
あ
ゆ
み
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◆
３
月
15
日
は
『
万
国
博

デ
ー
』。
１
９
７
０
年
の
こ
の

日
、「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
初
の
日
本

万
国
博
覧
会
（
大
阪
万
博
）
が

開
幕
し
ま
し
た
。
77
カ
国
が
参

加
、
６
４
２
１
万
人
が
来
場
し

た
大
規
模
な
も
の
で
し
た
◆
新

し
い
技
術
や
商
品
が
生
ま
れ
る

万
博
。
55
年
前
の
大
阪
万
博
で

は
、
現
代
社
会
で
お
馴
染
み
の

ワ
イ
ヤ
レ
ス
テ
レ
フ
ォ
ン
や
動

く
歩
道
、
電
気
自
動
車
な
ど
が

お
目
見
え
し
ま
し
た
◆
来
月
13

日
に
開
幕
す
る
大
阪
・
関
西
万

博
で
は
、
ど
ん
な
未
来
を
私
た

ち
に
見
せ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。�

（
Ａ
）

編　集　室

羽
田
往
復
の
グ
ル
ー
プ
旅
行

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

鳥
取
空
港
の
利
用
を
促
進
す
る
懇

話
会
は
、
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
と

羽
田
空
港
を
往
復
す
る
グ
ル
ー
プ
旅

行
を
対
象
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

▼
対
象
期
間
―
４
月
25
日
（
金
）

ま
で
に
帰
着
す
る
旅
行
▼
対
象
人
数

―
鳥
取
発
先
着
５
０
０
人
▼
対
象
者

―
対
象
期
間
中
、
鳥
取

⇔

羽
田
便
を

往
復
利
用
す
る
４
人
以
上
10
人
以
下

で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
＊
幼
児
な
ど

無
償
対
象
者
は
除
く
▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
額
―
１
人
あ
た
り
３
０
０
０

円（
大
人
・
子
ど
も
同
額
）＊
１
グ
ル
ー

プ
の
上
限
支
援
額
３
万
円
（
４
人
以

上
10
人
以
下
）
▼
そ
の
他
―
旅
行
出

発
前
に
代
表
者
が
人
数
分
を
取
り
ま

と
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
▼
問
い
合
わ
せ

先
―
グ
ル
ー
プ
旅
行
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
鳥
取
県
地
域
観

光
推
進
研
究
所
」（
Ｆ

Ａ
Ｘ
：
０
８
５
７
―

30
―
６
４
１
３
）

　

鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術
館（
鳥
取
市

福
部
町
湯
山
２
０
８
３
―
17
）の
第

16
期
展
示
が
４
月
25
日（
金
）か
ら

２
０
２
６
年
１
月
４
日（
日
）ま
で
、

『
砂
で
世
界
旅
行
・
日
本
』を
テ
ー
マ

に
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

▼
開
館
時
間
―
午
前
９
時
～
午
後

６
時（
最
終
入
館
は
午
後
５
時
30
分

ま
で
）＊
イ
ベ
ン
ト
開
催
期
間
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
期
中

は
年
末
年
始
を
含
め
無
休
▼
入
館
料

―
一
般
８
０
０
円（
20
人
以
上
の
団
体

６
０
０
円
）、小
中
高
生
４
０
０
円（
同

３
０
０
円
）＊
小
学
生
未
満
は
無
料
▼

前
売
割
引
チ
ケ
ッ
ト
―
一
般
６
０
０

円
、小
中
高
生
３
０
０
円
＊
４
月
24

日（
木
）ま
で
発
売
中
▼
第
16
期
鑑
賞

パ
ス
ポ
ー
ト
―
一
般
１
４
０
０
円
、

小
中
高
生
７
０
０
円
。
会
期
中
、何
度

で
も
入
館
で
き
ま
す
▼
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先
―

鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術

館（
０
８
５
７
―
20

―
２
２
３
１
）

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　
用　
内　
容

3
／
21
㈮

第
２
回
運
営
委
員
会

23
㈰

ス
ポ
ー
ツ
リ
ズ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

デ
ィ
フ
ェ
ー

ザ
ー
養
成
講
習
会
【
有
料
・
申
込
要
】

24
㈪

鳥
取
法
人
会　
青
年
部
会　
研
修
会

26
㈬

臨
時
総
会

27
㈭

鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会 

理
事
会

29
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

4
／
5
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

合
唱
練
習

12
㈯

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
オ
ー
プ
ン
20
周
年
記
念
感
謝
祭

【
公
開
・
無
料
】

合
唱
練
習

19
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術
館

 

第
16
期
日
本
編
が
来
月
開
幕

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マ ル 経 融 資 をご活用ください！
マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし

で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および

娯楽業を除く）で５人以下、その他は２０人以下の事業所です。 

●融資限度額 2,000 万円  ●利率 年 1.95％（2025.3.1 現在） 

●返 済 期 間 運転資金＝  ７年以内（据え置き１年以内） 

設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内） 

問い合わせ先 鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857－32－8005



３　

若
手
経
営
塾
▽
青
年
部
次
年
度
委
員
会

４　

青
年
部
総
務
委
員
会
・
政
策
提
言
委
員
会
・

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
委
員
会
・
仕
組
み
改

善
委
員
会
・
広
報
委
員
会

５　

青
年
部
次
年
度
委
員
会

６　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
鳥
取
市
観
光
大
学

面
接
試
験
▽
青
年
部
次
年
度
５
役
会

７　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会

９　

日
商
珠
算
検
定
試
験

12　

企
画
政
策
委
員
会
▽
青
年
部
例
会

13　

運
営
委
員
会
▽
鳥
取
市
観
光
大
学
判
定
委

員
会
▽
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特
別
委
員
会

17　

青
年
部
次
年
度
理
事
会

18　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議
▽
定
例
金
融
相
談
会

▽
青
年
部
５
役
会

19　

女
性
会
例
会
・
役
員
会
▽
青
年
部
お
城
委

員
会

20　

工
業
部
会
・
公
立
鳥
取
環
境
大
学
・
鳥
取

県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

▽
流
通
部
会
常
任
委
員
会
、
交
流
会
▽
青

年
部
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
委
員
会

21　

確
定
申
告
相
談
室
（
３
月
４
日
ま
で
）

23　

日
商
簿
記
検
定
試
験

25　

女
性
会
実
行
委
員
会
▽
青
年
部
理
事
会

26　

青
年
部
お
城
委
員
会

28　

歴
ま
ち
事
業
最
終
成
果
報
告
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　４月15日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

2
月
抜
粋

株式会社 日ノ丸総本社

代表取締役 岡   　   周   一

〒680-0921 鳥取市古海601番地4

TEL :0857-26-6651 FAX :0857-37-2245

　　　　　　　　 道路標識・区画線・ガードレール
　　　　　　　　　　　　　　 フェンス・公園施設

　　   東洋交通施設株式会社
　　　　　　 代表取締役社長

　　　  西
にし

　　 垣
がき

　　  豪
たけし

　　　 本　社  〒6 8 0 – 0 9 1 3　鳥 取 市 安 長 7  8 ー 7
　　　　　　　　 ＴＥＬ　（0  8  5  7）2  8ー2  2  1  1
　　　　　　　　 ＦＡＸ　（0  8  5  7）2  8ー7  1  2  0

「安全・確実・丁寧」をモットーに、

　　　　　　  地元鳥取に根ざした運送会社

株式会社

◆鳥取本店　　 鳥取市南栄町11　　   TEL（0857）53-5000
◆米子営業所　 米子市両三柳2406-2　 TEL（0859）22-2251

http://www.inpaku.co.jp/
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地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

鳥取商工会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています


